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　本研究 で は 、英単語学習時 に おけ る 提 示情報 と して、映像、音声、文字各 々 が 持 つ 効 果 と、そ れ らの 組 み

合 わ せ の 効 果 を調 べ た。結果は、学習時 の 提示情報 と して 音声情報が有効 で あ る こ と、三つ の 情報を重ね て

提示 し て学習 した場 合、学 習者 は音声情報を有効な手が か り と して 使 っ て い る こ と が認 め ら れ た。

〈 キ ーワ ード〉 教材 開発、マ ル チ メ デ イ ア、視 聴覚教育、英語教育、英単語

1　 は じめ に

　近年 の コ ン ピュ
ータ の マ ル チ メ デ イ ア 化は、今後

学校教育に お い て も積掫 的 な マ ル チ メ デ イ ア 導 入 を

促進す る こ と に な る と 予想 され る。本稿 で は、マ ル

チ メ デ イ ア を 文字情報、図 形情報、音声棺報、映像

情報 を 総合的に取 り扱え る 広 い 意味 で の シ ス テ ム と

す る 。マ ル チ メ デ イ ア で は文字、図形、音声、映像

な ど各 メ デ ィ ア の 特性 と相 互 関連性 を 生 か し、多様

な 教材開発が 1靖旨に な り、 コ ン ピ ュ
ー

タ の 教育利用

に新た な 局面 を開 く こ とが 期待 で き る。

　 とこ ろ が、文字、図形、音声、映像 情報 の 各 々 が

持 つ 特性 が学習に どの よ うな影響を及 ぼすか （以
一
ド

学 習 特性 ） に つ い て は、心理学等 で の 研究が進 め ら

れ て き て い る も の の 、学校 教育 に お け る学習 の 視点

か ら の 研 究 は あま り報告 さ れ て い な い の が実状 で あ

る 。本 研 究 で は、各 メ デ ィ ア に つ い て の 学習 特性を

検討す る と い う観点か ら、共隼 詰 を∫月い て、特 に 文

字、映像、音声情報 の 学習特性 の 調査及び、そ れ ら

の 情報 を 組 み 合 わ せ た と き の 学 習 効果 に 関 して 検討

した。

　　  事後 テ ス ト （直後 ）、把持テ ス ト （2 時間後 ）

（4 ）提示教 材 の 構成

　提示教材の 映像、音声、文字 情報は マ ル チメデイ

ア パ ソ コ ン FM …TOWNS を；tiViて、提示条件を

一定に して 作 成 し、そ れ らを組み合わ せ て 学習材
．
と

事後テ ス トの 項目 を權成 した。

　　　　表 1　 教材 の 構成 と テ ス ト方法
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2 　研 究方法

　学習材料 と して 英単語を用 い て 、以下 の ような学

習実験調査 を 行 っ た 。

（1 ）実施時期

　 1992 年 12 月 か ら 1993 年 1 月。

（2 ）被験者

　岐阜県 と 北海道 の 公立 小学校 3 年生 351 名 （9

　ク ラ ス ）。

（3 ）実験の 手順

　  事前調査 （学習す る英単語 の 知 識 の 調 査 ）

　  学習 （ear ，fish，hand，money な ど 21 語の 単語

　　を 7 語ご と に グ ル ープ に して、繰 り返 し2 回提

　　示 し学 習 さ せ た ）。
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　表 1 の 組 み 合 わ せ を用 い て 、

  　目本語訳 と映像 の 学 習 特 性 を検討す る た め に

　 X 、X1 の 比較

  　英語 の文字情報の 学習特性を検討する た め に

　　 X2 、　 X3 の 比較

  音声情報 の 学習特性を検討す る ため に、X 、

　　 X1 、　 X2 の 比 較

を行 っ た。

　 3 　結果 と考察

　事前調査、事後テ ス トか ら変化率 （学習が成立 し

た 被験 者 の 割合 ）、事後 テ ス トと把 持 テ ス トか ら把

持率 （学習内容を把持 して い る被験 者 の 割合 ）を求

そ の 数 値を も と に 結果 の 処理を行っ た 。

＊ 1　 MATSUKAWA　 Reiko ： 岐阜 大学

＊ 3　 MURAMATSU 　Suzuka ： 関市桜 ケ 丘 小学校

＊ 2　 KOUDA　 Mika ； 学習情報開発セ ン タ
・一

＊ 4 　 W
’
AKAYAMA 　Kanichirou ： 東京電機大学
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表 2 　学習の 結 果 （％）

学習材 テ ス ト方法 変化率 把持率

X 英語→ 日本語 48．8 64．2

X1 英語袖 映像 50．6 63，7

X2 音声→ 映像 54．2 83．8

英語や 映像 37 ．9 36．7

X3

音声 → 映像 60．1 71．2

　文字、映 像、音声情報 の 学 習特性及 び、そ れ ら の

情報の 組合せ に よ る 学習効果に つ い て、次の よ う な

結果が得 られ た 。

（1 ）意味 情報 と して 日本語訳 を提 示 した場合 と、

　　映像 を提示 した場 合 とで は （X 、 Xl ）、変化

　　率、把 持率 とも有 意差 は み ら れな か っ た。

（2 ）音声、映像情報 に さ ら に 文字情 報 （英語）を

　　付加 した場合 としな か っ た 場合を比 べ る と、文

　　字情報の 付加に よ りや や 変化率が よ く な る傾向

　　がみ られたもの の 、 x2 検定の 結果は有意 で な

　　 か っ た b

（3 ）音声情報の 効果 に っ い て は、X 、XI 、X2

　　の 3 条件 で の 変化率、把持率 を比較 して み る と

　　変化率 に つ い て は有 意差が み られ なか っ たが、

　　把持率に おい て 音声情報の 効果が有意で あっ た

　　 （丿U2 　二 4．76　P＜ 0．05　＞　。

　　　表 3　 提示方法別 の 学習把持率 （％）

学習材 学習把持率 （％ ）

英語文字、 Eヨ本語 文字 64 。2

英語文字、映像 63 ，7

音声、映像 83 ．8

の 2 種で 行な っ た。

　表 4 　テ ス ト方式 に よ る 学 習 変化率、把持率（％）

  英文字 → 映像

学習変化率 37 ．9

学習把持率 36 ．7

  音声 → 映像

60 ．1

71 ．2

（4 ）文字、映像、音声 の 3 つ の 情報 を重ね て 提示

　 した場 合、各 々 の 情報が学習 、 把持に お い て ど

　 の よ う な効果 を も た らす の か を テ ス ト方式 の違

　 い か ら 調査 した 。 テ ス ト方式は

  英語文字を見て映像 を選 択

  音声を聞い て 映像 を 選択

結果は
、 音声か ら映像を選択と い うテ ス ト方式が 学

習変化率、把持率 と も に高く、有意差が 認め られ た

（変イ匕率 ：　X2 　； 7，38　　P〈 0．01　把持率 ：　X2 ＝ 4 ．5ユ

Pく 0．05　）　。

　こ れ らの 結果 か ら、英単 語の 学習及び学習内容を

把持す る 上 で 、音声情報が も っ 学習特牲 が 次の よ う

に明 らか に な っ た。第 1 に、学習内容 の 把持 と い う

点 で 、音声情報は学習持 の 提 示情 報 と し て 特 に 有効

で あ る と考え ら れ る 。 第 2 に、文字、音声、映｛象を

組 み 合 わせ た、い わば マ ル チ メ デ イ ア環境で学習 し

た場合、学 習 者 は 他 情報 以 上 に 音声情報を 通 して 学

習 し 、 把持 して い る と考え られ る 。 従 っ て、今後視

聴 覚教材作成 や マ ル チ メ デ イ ア教材の 開発にあた っ

て は、文字、映像情報 の み で な く音声情 報を い か に

構成する か が 重要 で あると考え られる。

　 尚、本研 究 は 学習 内容を英単語 に 限定 した も の で

あ る た め、今後更 に、様 々 な学習内容 につ い て 詳細

な条件を設定 した教材を作成 し、調 査m 吻
え行 なう

必要がある と 思 わ れ る 。
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